
会
場
の
六
孫
王
神
社
は
、
源
氏
の
始

ろ
く
そ
ん

の
う

祖
・

源

経
基
（
六
孫
王
）
を
お
祭
り

み
な
も
と

つ
ね

も
と

す
る
神
社
。
JR
京
都
駅
か
ら
線
路
沿
い

を
西
に
向
か
っ
て
１
キ
ロ
の
所
に
有
り

ま
す
。
境
内
に
有
る
六
孫
王
会
館
は
広

く
地
域
に
開
放
さ
れ
、
利
便
性
の
良
さ

か
ら
平
日
で
も
各
種
の
催
し
が
良
く
開

か
れ
て
い
ま
す
。

理
事
会
に
は
事
務
局
含
め
て
16
名
の

皆
さ
ん
が
お
集
ま
り
頂
き
、
本
年
度
事

業
に
つ
い
て
協
議
頂
き
ま
し
た
。

議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

＊
昨
年
10
月
に
行
い
ま
し
た
Ｈ
25
総

会
の
決
算
報
告

＊
会
員
数
が
51
名
に
到
達
し
た
件

＊
山
名
会
活
動
再
開
の
知
ら
せ
が
届

い
て
居
な
い
旧
会
員
様
洗
い
出

し
＊
山
名
会
の
会
計
中
間
報
告

等
を
ご
報
告
や
ら
協
議
の
後
、
途
中

に
昼
食
を
挟
ん
で
最
大
の
課
題
で
有
る

本
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
相
談
頂
き
、

基
本
的
な
素
案
を
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

Ｈ
25
総
会
で
は
Ｈ
26
総
会
は
『
細
川

氏
と
の
交
流
』
を
主
と
し
て
計
画
を
進

め
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
細
川
氏
と

の
正
式
折
衝
を
は
か
る
矢
先
に
細
川
家

御
当
主
の
「
都
知
事
選
出
馬
」
。
選
挙

後
、
政
治
以
外
の
ご
興
味
に
傾
い
て
頂

く
こ
と
を
期
待
し
、
「
講
師
ご
来
臨
の

お
願
い
」
を
申
し
出
た
の
で
す
が
、
ご

存
知
の
如
く
「
反
原
発
の
活
動
」
に
関

心
が
移
ら
れ
、
良
い
ご
返
事
を
頂
け
る

こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
事
会
で
は
前
述
の
経
緯
を
説
明
し
、

Ｈ
26
総
会
に
つ
い
て
白
紙
に
戻
し
、

「
応
仁
の
乱
関
連
」
「
清
和
源
氏
関
連
」

の
二
案
を
検
討
。
各
理
事
様
か
ら
の
ご

希
望
や
ご
意
見
を
拝
借
し
最
終
的
に
は
、

「
清
和
源
氏
の
源
流
と
訪
ね
る
」
と
し

て
源
氏
三
社
（
六
孫
王
・
多
田
・
壺
井
）

を
巡
る
案
を
作
成
致
し
ま
し
た
。

Ｈ
26
総
会
の
概
要
（
案
）

期
日
・
Ｈ
26
年
11
月
29
～
30
日

集
合
・
京
都

六
孫
王
神
社
会
館

右
は
概
要
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
改
め
て
「
総
会
ご
案
内
状
」

を
差
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

晩
秋
で
師
走
も
近
い
日
取
り
で
す
が
、

忘
年
会
も
兼
ね
て
皆
様
と
交
流
が
図
れ

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。
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〒
６
６
７
ー
１
３
１
１
兵
庫
県
美
方
郡
香

美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

理

事

会

開

催

Ｈ
26
年
５
月
13
日
京
都
市
「
六
孫
王
神
社
会

館
」
に
て
理
事
会
を
開
催
し
Ｈ
26
年
総
会
実
施

に
つ
い
て
協
議
致
し
ま
し
た
。

六孫王神社（上）、会館（中）、理事会の様子（下）

源経基を祭神とする。経基は清和天皇の第六皇子貞純親

王の子であり、天皇の孫であることから「六孫王」と呼ばれ

た。嫡子で、当社を創建した源満仲が清和源氏の武士団を

形成したことから、「清和源氏発祥の宮」を称す。社地は、源

経基の邸宅「八条亭」の跡地である。

経基は臨終に際し、「死後は龍神となって邸内の池に住み、

子孫の繁栄を祈るから、この地に葬るように」と遺言した。

満仲は現社地に経基の墓所を建立し、その前に社殿を造

営した。これが当社の創建である。現在も、本殿後方に経基

の石積の廟がある。

16
時
～

14
時

９
時
半

８
時
半

19
時

16
時
半

15
時
半

13
時
半

13
時 時

間

解
散

新
大
阪
・
京
都

多
田
神
社
参
拝

大
阪
周
辺
で
観
光
？
兼
、
昼
食

壺
井
八
幡
参
拝
・
源
氏
歴
代
御
廟

聖
徳
太
子
御
陵
参
拝
・
散
策

第
２
日
目

11
／
30

懇
親
会

宿
舎
（
太
子
温
泉
）
に
向
か
う

六
孫
王
神
社
参
拝
・
記
念
写
真

年
次
総
会
・
歴
史
講
演

六
孫
王
神
社
会
館
・
受
付

第
１
日
目

11
／
29

予

定


